訓練課題作成手順　木工継ぎ手の作成

実技課題解答

５枚組継ぎ
	作成手順
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	継手加工の手順
準備

↓

勝手墨付け

↓

加工墨付け

↓

部材加工

↓

仕上げ

↓

組立

↓

検査

↓

総仕上げ

	１．材料2枚を、男木、女木に区別する。

２．材料2枚とも、材の端から約1mm残して基準の墨を出し、直角に四方にまわす。
３．胴付き部の墨線は、基準の墨線から板厚の寸法を取り、裏平面はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しらがき),白書)、表平面と木端面は鉛筆で墨を出す。
４．組手割の墨は、さしがねを胴付きの墨の端から材端まで5で割り切れる数に目盛りを合わせ、5等分の印を付ける。

５．組手割の寸法の印に、け引きの刃を基準面から合わせる。
６．胴付き部の墨線から表平面、木口面、裏平面の順にけ引きで墨付けをする。同じ寸法の墨は、男木から女木へと一度に引く。

７．鉛筆で墨付けした表平面の胴付き墨線と男木の両木端面を、もう一度白書で墨付けをする。

８．欠き取る部分に×、残す部分に○の印を付ける。
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	作成手順
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	継手加工の手順

準備

↓

勝手墨付け

↓

加工墨付け

↓

部材加工

↓

仕上げ

↓

組立

↓

検査

↓

総仕上げ


	１．男木を万力で固定して、○印側墨線の外側の墨ぎわ（×印側）を平面の墨と木口面の墨を同時に見通しながら、両刃のこぎりの縦びき歯で斜めにひく。

２．材を返して手順1と同様に斜めに引く。
最後に三角の残った部分を徐々に胴付き面に平行にして胴付き墨線までひく。
３．女木を固定し、同様に胴付き墨線までひく。
４．男木両端の胴付き部を胴付きのこぎりで垂直に切り落す。
５．残った男木、女木の欠き取り部分の胴付き塁線から1～2mm位残して、追入れEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・),のみ)を垂直に打ち込む。

６．刃裏を上に向けて、斜めに打ち込み、三角に欠き取る。裏平面からも同様に欠き取る。

７．最後に胴付き墨線いっぱいに、のみを垂直に立て表平面から半分、裏平面から半分、軽くげんのうで叩きながら仕上げる。

８．留め部分を仕上げる。
部材をしっかり固定し、墨外のきわ部分を胴付きのこぎりで、のこびきする。
９．一度あわせ、ねじれ等をのこぎり、のみで調整する。
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あり継ぎ作業　墨付け１
	作成手順
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	継手加工の手順

準備

↓

勝手墨付け

↓

加工墨付け

↓

部材加工

↓

仕上げ

↓

組立

↓

検査

↓

総仕上げ


	１．材料を男木、女木に区別する。
２．かんなで材の木口を直角に仕上げる。
３．材料の裏平面（内側になる面）と木端の一方に基準の勝手墨をつける。
４．男木、女木に胴付き線の墨付けをする。
木口から板厚の寸法をとり、裏平面は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しらがき),白書)で、表平面は 鉛筆で墨付けする。
５．板厚の1／2の寸法の中心墨を、女木は、木口を基準にして裏平面に、男木は、平面を基準にして木口にけ引きで墨付けをする。
６．女木の基準面である裏平面の中心墨の端から斜めにさしがねを当てて、○○等分に分割する。

７．○○等分した墨を女木と男木の中心墨に、け引きを使って同時に移していく。
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あり継ぎ手　墨付け２
	作成手順
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	継手加工の手順

準備

↓

勝手墨付け

↓

加工墨付け

↓

部材加工

↓

仕上げ

↓

組立

↓

検査

↓

総仕上げ


	１．自由定規を、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(・・・・・),ありこう配)の角度を○○に合わせる。

２．中心線に○○等分した墨に、女木は、木口を基準とし裏平面に、男木は、平面を基準とし木口面に自由定規と鉛筆とで墨付けし、組手割をする。
３．女木は、平面を基準とし、木口面に直角定規を使用し、墨付けをする。次に木口面を基準として表平面に塁付けをする。
４．男木は、木口面を基準とし、両平面に直角定規で墨付けをする。
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あり継ぎ手　加工
	作成手順
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	継手加工の手順

準備

↓

勝手墨付け

↓

加工墨付け

↓

部材加工

↓

仕上げ

↓

組立

↓

検査

↓

総仕上げ

	１.○印の両側墨線の外側の墨ぎわを胴付き墨線までひく。材料を反対に返して、同じ作業を繰り返す。
 ２．×印部材の胴付き墨線から1～2mm残して、のみを垂直に打ち込む。
 ３．刃裏を上に向けて斜めに打ち込み、三角に欠き取る。反対の平面も同じように欠き取る。
４．最後に墨線いっぱいに仕上げる。
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包み　墨付け
	作成手順
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	継手加工の手順

準備

↓

勝手墨付け

↓

加工墨付け

↓

部材加工

↓

仕上げ

↓

組立

↓

検査

↓

総仕上げ


	１．材料をA材とB材に区別する。
２．平面を第１基準面とし、木端面に勝手墨をつける。
３．B材の木口面が直角に仕上がっているか調べる。

４．欠き取り深さは、B材の板厚の2/3で、け引きを使って第１基準面より両木端面は軽く、木口面は強く墨付けする。

５．B材の欠き取り幅は、A材の板厚寸法とし、木口面を基準として平面に墨付けを行う。

６．欠き取る部分に印をつける。
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包み　加工１
	作成手順
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	継手加工の手順

準備

↓

勝手墨付け

↓

加工墨付け

↓

部材加工

↓

仕上げ

↓

組立

↓

検査

↓

総仕上げ

	１．B部材の墨線にのこ引き用定規を固定し、胴付きのこぎりでのこびきをする。
２．追入れのみの刃裏を上にして、三角に欠き取る。

３．のみの刃裏を上にして、欠き取る深さの墨線ぎわを残し、欠き取っていく。

４．残った墨線ぎわの部分をのみやきわかんなでけ引き線まで削って仕上げる。
５．組み合わせて、すきまの有無、直角度を調べる。
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	作成手順
	ポイント（留意事項等）
	参考資料（写真、図面等）

	継手加工の手順

準備

↓

勝手墨付け

↓

加工墨付け

↓

部材加工

↓

仕上げ

↓

組立

↓

検査

↓

総仕上げ

	１．女木を作業台に置き、男木を上から合わせて軽くち込んでいく。

２．胴付き部にすき間がなくなるように、男木と女木交互に軽く平均して打つ。
３．組み手の内側に直角定規を当て、四角が直角になった状態で胴付き部にすきまがないかどうか調べる。すきまがある場合は、修正する。

４．包み打ち付け継の釘の予備穴（下穴）をきり等であけた後、釘（板厚の2.5～3倍）と接着剤を使ってA材とB材を組み立てる。

総仕上げ

１．平かんなで、つのを削って仕上げ、表平面の胴付き墨線（鉛筆の墨）を消す。
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